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1．はじめに
　日本語で書かれた留学生の作文において、文法や語彙の誤りによらな
い不自然さが感じられることがある。その理由として、学習者の母語の
文章構造や、書き手が想定する読み手の違いが、日本語作文の表現スタ
イルに影響を与えていることが考えられる。また、学習者が母国の学校
教育などで学んできた文章に対する考え方と日本人が考える「良い作文」
との間に相違がある可能性がある。
　中国人学習者の作文には、自分の意見や結論などを述べる文章の終わ
りの箇所（ここでは「むすび」とする）に読み手意識（注1）の相違か
らくると思われる文体の不自然さが良く見られる。
　そのため本研究では、中国人学習者によって書かれた意見文のむすび
に見られる読み手意識について、日本語母語話者の作文とそれと比較し
特徴を明らかにする。さらに中国語作文を分析する事により、その特徴
が母語からの影響によるものであるか考察する。
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2．作文の読み手
2．1　国語教育における作文の読み手
　日本の書き方教育においては、読み手を意識して文章を書くことが大
切だといわれるようになってきた。小学校の国語の教科書では、読み手
を具体的に指定して文章を書かせることが多い。
　たとえば光村図書の『こくご1年（下）ともだち』では、「あなたも
すきなものをよく見て、いえの人に、書いてしらせましょう（p．24）」
とあり、ただ作文を書くだけではなく、実用的なタスクとして提示して
いる。これによりコミュニカティブな活動になると同時に、作文の読み
手も明確化されている。
　子供向けの感想文のテキスト（文芸教育研究協議会1992：24）でも、
これと同じように、誰か具体的な読み手を想定し、その人に話しかける
ように書くと文が書きやすいとしている。
　「感想文（作文でもそうだが）を書くときに、だれでもいいから、心
の中であいてをきめる。そして、そのあいてにむかって、しゃべるよう
に書きはじめるといい。（中略）感想文を書き始めるときに、「あのね、
お母さん」とか、「あのね、○○くん」とか、書きはじめるんだ。そう
すると、あんがい、すらすらと書きつづけられるものだ。」とし、小学
校低学年の子供たちに対し、読み手を意識すると感想文や作文が書きや
すくなることを提案している。
2．2　日本語教育における作文の読み手
　第二言語としての日本語作文教育においては、得丸（2000：47）が、
「エンカウンター・グループ」という心理療法を応用した留学生と日本
人の作文交換活動の実践報告をしている。この作文交換により、「心理
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的出会いと自己変容の心理過程」「自己の内面を表現し、確認する心理
過程」「相互に相手を受け入れ、理解する心理過程」の3つが進行し、
文章表現に関しては、「書くことへの意欲」「書くことへの自信」の心理
過程が進行していたことが報告されている。
　この作文交換活動では、一般的に日本語教育で行われているような学
習者が書いた作文を教師が読み、指導するのではなく、「対等な立場の
学生間で作文を読み、感想文を交換（得丸2000：48）」するものである。
ここでは、学習者の作文の読み手は教師ではなく、日本人大学生である
ため、彼らを読み手として作文が書かれていることがわかる。
　池田（2001：105－106）は「書いた作文をめぐってお互いにいいと思
うところ、分からないところ、こうした方がいいと思うところなどをグ
ループまたはペアで出し合い、作文の推敲に役立てようというフィード
バックの方法」であるピアレスポンスについて述べている。池田はこの
活動の長所の一つとして「他人の目で自分の書いたものを見直すことが
できるので、誰に向かって書いているのか、読み手を意識することがで
きるようになる」点を挙げている。
　この活動により、学習者には「誰か他の読み手に何かを伝えるために
書かれるものだという意識を、文章を各行為の一つひとつの段階で持た
せることができる」とし、読み手の方からいえば「仲間の作文の読み手
となる者は、自分の作文について話されるときは書き手となることから、
書き手は読み手の立場を体験することで自分の作文に対しても読み手と
しての分析的視点が養われることが考えられる」としている。この活動
においても、作文の読み手は教師ではなくクラスの日本語学習者が想定
されているだろう。
　このように、年少者に対する国語教育や外国人向けの日本語作文教育
では、作文の読み手は先生やクラスメート、家族、友人などをはじめと
したその他大勢が想定され作文指導が行われている。しかし、日本語を
学ぶ外国人学習者にも、日本人と同様の読み手意識があるかという研究
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は、今まで行われていない。そこで、本研究では、日中の読み手意識を
作文に表れているものの中から探っていこうと考える。
3．データ
　今回分析対象とした資料は「日本語学習者による日本語作文と、その
母語訳との対訳データベースver．2（2001）」である。
　このデータベースの作文は海外9力国の日本語教育機関でそれぞれ集
められたもので、学習者が日本語で作文を書いた後に、自分でそれを母
語訳している。日本人大学生が同じ課題で書いたものもあり、外国人学
習者の書いた作文と母語話者の作文との比較もできる。
　データ収集の対象となった学校は、中国では北京外国語大学、北京連
合大学旅遊学院、外交学院、国際関係学院の4校である。日本はお茶の
水女子大学、東京水産大学、秀明大学、成瞑大学の4校である。字数は
800字程度と指定されている。
　これを分析対象とした理由は4つある。第一に中国在住の学生で、あ
まり生の日本語に触れる機会がなく、内容に中国語の影響が比較的良く
残っていること、第二に添削がまったく加えられていないこと、第三に
日本語の作文を書いた後で、自分で母語訳をつけてあるため、内容が分
かりやすいこと。第四に同じ課題の日本人の作文と比較できることであ
る。
　作文の番与はデータベースのものをそのまま使用する。「jp」は日本
語母語話者を、「cn」は中国人学習者を示している。課題は2つあり
「タバコについての意見文」「自分の国の行事についての紹介文」である。
（課題は注2参照）
　「タバコについての意見文」の課題で書かれた作文は日本人学生44人、
中国人学生43人である。「自分の国の行事についての紹介文」について
は日本人学生22人、中国人学生45人である。ここでは、課題ごとに日中
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の読み手意識の比較を行うことにする。
　課題文では読み手は具体的に指定されている。日本人学生向けの課題
では、「日本の事情をよく知らない国外の人びとに読んでもらうつもり
で書いてください」とあり、中国人学生向けでは「この作文は日本人の
学生や大学の先生が読みます」となっている。
4．意見文
4．1　中国人学習者の意見文の読み手
　まず、「タバコについての意見文」に現れている読み手意識について
見ていく。
　中国人学習者の作文では、読み手を「みなさん」などの大勢の人々と
して捉えているものが43例中12例見られた。ここでは、読み手意識は文
のむすびの表現に現れているので、以下にすべて取り上げる。（下線は
筆者、原文のまま）
cnOO6
以上は私の考えですが、みん1はど’思いま　か
（以上是我的想法，大家急広想。）
cnOO9
　だから、タバコを吸う人達はできるだけ公共の場所で吸わない。例え
ば、電車、バス、会社などだ。みんないっしょに　　しい環培を守って
　（所以，吸姻的人佃尽量不要在公共場所吸，如屯牢、公共汽牟、公司等
等，辻我伯共同保炉美好的杯境ロ巴！）
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cnO10
　たばこを吸うことは個人に悪い影響を与えるとはいろいろなたばこに
関する病気になる。いま、世界で毎年たばこによって死んだ人がずっと
増える。この現象は世界の各国の人人に一つの合図をして、劃圭全世
　がいっしょに替’の一’“　を　こ’
　（吸姻也給介人帯来了不好的影吻，就是卉生了各科美子姻的疾病，現
在世界毎年因吸畑而死亡的人数逐年増加，迭祥現象座核給世界各国的人
民一介暗号，那就是全世界一芥升展禁・活劫肥。）
cnOl5
　最後、たばこに浸っている人人は、　Xの　．を　えな　て
にめいわ　をか｝ないよ’にしないで　か　　れは一つの　　ではtい
　（最后，況浸干香姻里的人佃， 即使不力自己的健康考慮）准道不座不
力他人帯来不便叫？迭也是一項文各咀。）
cnO16
　最後、喫煙族にもう一言添えたいと思いますが、隈　は　なたの　に
悪いから　小したばこを”1ったらよろしいで　か？
　（最后，我想対吸姻族伯再悦一句：
急広祥？）
因力吸姻有害悠的健康　少吸一点
cnO34
　もちろん、「たばこは万病のもと」ではありませんから（私はそうと
おもいますけど）、たばこをロ’　に　し　’ないよ’にして　さいよ
　（当然，姻井不是万病之源（我是返祥想的），対干吸姻的人也不座核道
分戸励阿！）
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cnO37
　たばこは、自分とか、家族とか、別の人々によいことはないですから、
ロわないほ’がいいで　よ1
　（吸姻対自己、対家人、ヌ寸別人都没有好姓，迩是別吸姻了咀！）
cnO65
　　日の　．よ’にたばこをロわないで　だ　い
（力了人美的健康　清不要吸姻。）
cnO66
つまり、たばこをで　るだ1　めましょ｝1少くとも爪辻のtgfiで：
してたばこをロってはい1ません
（恵之，尽可能地戒姻肥　至少在公共場所堅決別吸姻ロ釣！）
cnO82
　だから、ほかの人の幸せのためにたばこをロって　めて　ださい
　（所以力了別人的幸福同吋也是力了自己的幸福，清別在吸姻了。）
cnO85
　中国もたばこについての問題があります。今はよく解決していません。
早く解決したほうがいい。たばこをロってる　に口わないお、いし
並　（在中国，香姻同題同祥存在，至今侃未得到妥善解決。迭要皐那些吸姻
的人杁我倣起告別姻草。）
cnO86
　たばこは人間の危害がおおくすぎです，たばこを　わないで　だ
五
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（因力吸姻対人的影哨太大了，清不要吸姻。）
　この「タバコについての意見文」では読み手を「日本人の学生や先生
が読みます」としているが、43例中12例の作文では、読み手を大勢とし
ているものの、その読み手とされる対象は作文により、それぞれ違って
いる。「喫煙者」を読み手としているものが8例、「みんな（全世界）」
は3例、「タバコを吸わない人」（cnO34たばこを吸う人に厳しすぎない
ようにして下さいよ。）は1例であった。
　また、意見文のむすびの最終文には、以下の日本人大学生には見られ
ない文末表現がみられた。（日本人大学生のむすびについては4．2で
述べる）「～ください」が5例（12％）、「問いかけ」が4例（9％）、
「お願いします」、「勧誘」各1例、（2％）であった。これはすべて読み
手を大勢としている意見文の文末表現である。これらは意見文のむすび
における読み手意識の日中の違いが文末表現に影響を与えたものと思わ
れる。
　また日中でともに使われている意見文のむすびの表現もあり、43例中、
意見文の最終文を「～思う」という形で終えているのが9例（21％）で
あり日本人大学生の意見文と同様に最も多かった。しかし、「～考える」
は1例（2％）、「～信じる」「～感じる」の使用は認められなかった。
次に多かったのが「～べき」の使用で8例（19％）であった。「～に賛
成（反対）」は2例（5％）であった。（注3）
4．2　日本人大学生の意見文の読み手
　4．1では中国人学習者の意見文の読み手意識について見てきたが、
ここでは同じタイトル「タバコについての意見文」に現れる日本人大学
生の読み手意識について見ていく。中国人学習者の作文では、読み手を
大勢として捉えているものが43例中12例あったが、日本人大学生の意見
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文44例にはこのような例は全く見られなかった。以下にこれらの例を具
体的に挙げる。（下線は筆者、原文のまま）
jpOOl
　以上の理由をもって私は喫煙の規制！gjEii1SLL，一］it．＿
jpOl5
　喫煙を全面的に禁止するのではなく、吸える場と吸えない場を設ける
のであれば、どちらの権利も守れると思います。公共の場であっても、
喫煙所は設け、吸いたい人はそこへ行き、吸わない人、吸えない人は近
よらなければよい．と』墜＿
jpO24
　タバコはお酒と違って何の利点もないのに、やめられないと言うのは、
ある意味タバコは麻薬みたいな物だと思います。ですから早いうちにや
めさせるべきなのです。そのためには、国が作るある程度の規制は仕方
ないとおもいます。そうすることが一番、誰にとってもよい結果になる
と旨じていま
jpO33
　私は、暗闇にタバコを吸うことをすすめてはいない。節度ときまり、
マナーが守れるのならば、強く規制する必要はないのではないかと麩
亙
jpO48
　こう見てみると、喫煙による被害はたばこを吸う人よりも吸わない人
のほうが多く、また危険にさらされているのも、吸わない人なのである。
たばこは、自分一人で誰にも迷惑をかけずに吸うべきであり、公共の場
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所での喫煙は厳しく規制される盤一
　日本人大学生の意見文のむすびの文末表現には決まったパターンがみ
られる。意見文の最終文を見ると「～思う」という形で終えているのが
44例中21例（48％）であった。それに類する「～考える」、「～信じる」
それぞれ2例（5％）、「～感じる」、「～望む」、「～期待する」それぞれ
1例（2％）などをあわせると過半数が思考動詞で意見文を結んでいる。
また、「～べき」の使用も目立ち、10例（23％）に使われていた。（「～
べき」と「～思う」が共に使われているもの4例も含む）そのほかには
「～に賛成（反対）」と筆者の主張を述べたり、繰り返したりする形式が
4例見られた。（注4）ここから日本人大学生の意見文は自分の考えや、
主張で文章を結んでいることが読み取れる。
　日本人大学生の意見文には、「みなさん」などの言葉がないので、大
勢の読み手に向かって同時に意見を主張しているものではない。しかし、
一人しか読まないわけではないので、読み手は単数であっても、大勢で
あっても「一人一人」に向けて書かれたものといえるだろう。
4．3　中国人学習者の意見文における呼びかけ表現
　4．1で中国人学習者の意見文は、読み手を複数と捉えているものが
あると述べた。そこでは「皆さん～ください」「一緒に～ましょう」と
いう表現が使われたり、「～しよう」と勧誘で結ばれ、自分と読み手が
共に何かに向かって努力すべきだという、読み手に呼びかけるような表
現が使われている。これらの形式は日本人大学生には全く見られないも
のである。
　呼びかけ表現とともに、終助詞の「ね」「よ」が使われている。「ね」
の使用は1例あり、「よ」の使用は2例であった。母語訳を見ても日本
語の終助詞に相当する語「咀」「拗」「咽」があてられていることから、
32
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これらは母語の干渉であることが分かる。（「肥」の使用4例、「吻」
「呵」1例ずつ）
　呼びかけの部分において感嘆符「！」の使用は日本語では3例、中国
語母語訳では4例あった。そのうち日本語、中国語どちらも同じく感嘆
符が使われているものが2例、中国語に使用されているが、日本語にな
いものが2例あった。疑問符「？」の使用は日本語では1例、その箇所
は中国語訳でも同じように「？」が使われていた。日本語の作文では、
会話文以外は基本的にこれらの記号を使わないので、こちらも母語の干
渉であることがわかる。中国人学習者の意見文のむすびには終助詞や疑
問符、感嘆符などが使われ、読者に語りかけるような口調で書かれてい
ることが分かる。
　日本語の文章では新聞の投書、スローガン、スピーチなど多くの読者
を想定したものに、このような呼びかけ形式の文末表現がよく見られる。
これを意見文で使ったり、読み手を複数として書くのは中国人学習者の
特徴であろう。
　一方同じ内容で書かれた日本人の作文（43例）には「呼びかけ表現」
「ね」「よ」「！」などの使用が全く見られなかった。
4．4　読み手を指定しない場合の意見文
　筆者の作文指導の経験では、中国人学習者の意見文は、読み手を特に
指定しない場合においても、大勢に向けて書かれることがある。次の作
文は、筆者の担当したクラスで、中国人学生が書いたものである。課題
は日本留学試験2003年度の課題をそのまま使用した。この作文クラスの
目的は日本留学試験の記述問題の受験対策であった。（原文のまま、課
題は注5参照）
私は大学生はいろいろな経験をしたほうがいいと言う意見に賛成で
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す。なぜかというといまは二十一世紀、すなわち知識経済時代です。だ
から人材の競争が激しいです。実は、人材は商品のように、市場の需要
に供給します。だから、いろいろおおく経験をたまして市場が何か必要
さればそれを補充しようになるべきだ。（中略）
　だから、私たちはいろいろ多くの経験をたまして、新しい領域にチャ
レンジしましょう。
　この作文にも「多くの経験をたまして、新しい領域にチャレンジしま
しょう。」と自分や読み手を含めた「私たち」にとっての理想が呼びか
けられている。
　ここから見ると、中国人学習者は、意見文の読み手を大勢と教師が設
定しなくても、大勢に向けて呼びかけるような表現を使っていることが
わかる。これは、中国の意見文では日本の意見文のように一人一人の読
み手に向けてではなく、大勢を対象として書かれるのが一般的であるか
らではないかと考えられる。
5．紹介文
5．1　中国人学習者の紹介文の読み手
　ここではもうひとつの課題である、「自分の国の行事についての紹介
文」を取り上げる。ここでは論理的にある事柄の説明を行うことが求め
られるような課題ではないので、説明文という言葉を使わず、紹介文と
する。
　この紹介文では、中国人学習者の作文において、読み手を大勢として
捉えているものが45名中7例みられた。以下に、読み手意識が分かる文
のむすびをとりあげる。（下線は筆者、原文のまま）
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cnO73
　春節を過ごすこともう一が増えていますから、私たちの若者は去年の
勉強、仕事の経験など友達に話しています。　れから一案に頑　ろ’
　春節は中国のお祭りだけではなく世界の中国人のです。赤旗がひらひ
らと翻る時みか　ん　玉のム　に　kの　　を　るは“で　ょ’
　〔日本語作文が分かりにくいので、中国語訳を参考に筆者の日本語訳
をつける。⇒　春節になると、私達は一歳年をとります。来生。＿髄な
土に　　　るために　　’々一’e‘J　は　　と　　の怒＋、tを9し　お　いに六
流⊥並＿春節は中国のお祭りであるだけでなく、世界中の華人の祝日
です。五星紅旗（中国国旗）が風に翻るとき、　’々は且玉が”　になる
ために　をべではないでしょ’か
　（一迂年，我伯就又長了一歩，我伯年軽人会互相交流学刀和工作鋒強，
以便明年大家一起努力。春市不仮是中国的情日，也是全世界隼人的市日，
当五星鉦旗瓢揚的吋候，我佃是否座核力祖国的彊大尽自己的一紛努力呪？）
cnO78
　そうが五十年の前に中国は外国にいじめられでいました。今日どうし
たの？見て見て、天安門広場の人民一士兵、学生、工人、農民、近代化
の武器、飛行機。皆中国の富強のしょうこでした。中国はもう、立てて
いました。王　云た　は一に一生縣命にがんば　ましょ”硲の
玉の　暗らしいの日　のためにがんば　ましょ’1
　（五十年前，中国受外国欺凌，今天？看迭天安口的人伯、武器、K机，
正是中国富強的iiE明，中国己靖起来，辻我僧現在一同努力力了將来中
国美好的明天而努力。）
cnO77
　私は中国から来ます。中国では色々な祭りがあります。全且は虫国Q
奴　をよ・b　んに糸ノ：しましょ’
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（中略）
いかがで　か？　玉の一、・な奴　は　　いで　か？
　（我来自中国。中国有各秤各祥的苓日，今天就辻我来向大家介第一下
中国的市日ロ巴。（中略）急祥？中国的1｛f日有意思叫？）
cnO84
　どうですか、おもしろいですか。
　’Aがればb’tさんと一に玉のおe－scについておしべをした
　（急広祥，有趣肥？如果有机会迩想和大家再柳柳中国祭杷。）
　読み手を多勢と捉えている中国人学習者の紹介文22例中7例のうち、
cnOl8とcnO73の2例は読み手に理想を呼びかける表現を使っている。
それぞれ「それから一緒に頑張ろう。（cnO73）」、「がんばりましょう
（cnOl8）」と勧誘で文が結ばれている。
　これらの作文は中国の建国記念日である「国慶節（cnOl8）」と中国の
お正月「春節（cnO73）」についてのものであった。国慶節（cnOl8）に
ついて書かれたものは、読み手は「世界の中国人（中国語訳では華人）」
となっている。春節（cnO73）について書かれたものでは「私たち（中
国人）」となっている。課題では「日本人の学生や大学の先生」を読み
手と指定しているのに、このような表現が現れた原因は、国慶節や春節
などを書く作文では、大勢の読み手（中国人）に理想を呼びかけるよう
な中国の一般的な作文の書き方があり、それが日本語作文でも行われた
のだろうと考えられる。
　cnO77とcnO84も、「みなさん」という言葉が使われ、大勢を読み手
としていることがはっきり現れている紹介文である。しかし先の2例と
異なり、大勢に向かって理想を呼びかける表現ではなく、読者の「みな
さん」に親しみを込めて語りかけるような書き方である。cnO77は「中
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国の伝統的な祭り」というタイトルで、新年、中秋節、元宵節の3つに
ついて紹介している。cnO84でも、一年のさまざまな年中行事をそれぞ
れ取り上げて紹介している。この2例とも、作文のはじめやむすびに読
み手意識が見られた。それぞれ国外の大勢の読者を想定していることが
読み取れる。
5．2　日本人大学生の紹介文の読み手
　日本人大学生の紹介文では、「みなさん」という言葉をつかって大勢
の読み手を想定したものは22例中1例もなかった。しかし意見文と違い、
読み手が「国外の人々」であることが、はっきりと読み取れるものが3
例あり、それには読者に語りかけるような口調が見られた。
jpO21
　　なたの玉は　が　えま　か？　に　つわる　；五　お奴　は　　ま
置
　（中略）
　あなたも、たんざくに何か書いて、織姫と彦星にお，いしてみてはい
jpO38
　ぜひ一 で　お を渦こしてみませんか
jpO57
に　た．、には　ぜひこの　奴　を してほしいと思いま
紹介文であるjpO21、　jpO38、　jpO57ははじめやむすびに読み手への語
りかけるような表現が見られる。このように日本人大学生の紹介文では、
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「～ませんか」「いかがでしょうか」と作文のはじめやむすびに読み手意
識が見られた。この3例の読み手に語りかけるような形式は中国人学習
者の紹介文cnO77、　cnO84に似ている。しかしこれらの中国人学習者の
紹介文では「みなさん」が読み手であり、日本人大学生とは異なってい
る。
　この3例の読み手に語りかけるような文章は、「みなさん」と大勢の
読者に同時に語りかけたものではないが、大勢の中の一人一人に語りか
けていると考えることもできるし、読み手一人に向けて書かれていると
考えることも可能である。
　日本人大学生の作文で「自分の国の行事についての紹介文」は「タバ
コについての意見文」より読み手が国外の人々であるという前提が明確
化されている。それは、紹介文の内容が、「自分の国の行事や祭り」に
ついてであることと関係するだろう。なぜならこの内容では、読み手が
事情をよく知る日本人とするのと、前提知識のない国外の人とする場合
とでは、紹介の仕方が大きく異なってしまうからだ。そのため読み手の
前提知識がある程度共通の「タバコについての意見文」より読み手を具
体的に意識して書いたと思われる。また紹介文というジャンルが、客観的
に意見を主張する意見文と違い、書き手が読み手に対して、自分の考えを
自由な文章形式で述べることを可能とさせているということもあろう。
　日本人大学生の紹介文では中国人学習者の紹介文、意見文に見られた
ような読み手に理想を呼びかける形式はまったく使われていなかった。
6．中国語作文に見られる読み手意識
　ここまで見てきた中国人学習者の日本語作文の特徴は、中国の作文教
育の影響である可能性がある。そこで、中国語で書かれた作文の読み手
意識と、作文のむすびの表現を見ていくことにする。
　小学生～高校生向けの中国語作文テキスト（『中国高中生作文名師
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精坪精改大全』『400字作文点披』）にも、読み手を複数ととらえた作文
が見られた。そのような読み手を複数とする作文には中国人学習者に見
られた呼びかけ表現が、同様の形で見られる。最終段落において、大勢
に向かって呼びかける形を取っていること、感嘆符の使用や、最終段落、
及びその周辺で使用されることなどが共通している点である。
　高校生向けの『中国高中生作文名師精坪精改大全』では双沿文（意見
文）にこの「呼びかけ表現」が良く見られ、妃叙文（叙述文）や悦明文
（説明文）ではほとんど使われていなかった。これはデータベースの作
文で意見文に多くこの表現が使われていたことと共通する。そこ
で、侠拾文（意見文）の具体的な中国語作文例をいくつか見ていくこと
にする。
　このテキストではまず「学生原文」があり、それを教師の添削・解説
が加えられていて、次に「改后作文（訂正後の作文）」として書き換え
られたものが掲載されている。最後に添削に対する学生の感想が書かれ
ている。そこでここでは理想的な形に直された「改后作文（訂正後の作
文）」から引用することとする。引用するのはすべて最終段落のみとす
る。
　中国語に見られる呼びかけ表現『中国高中生作文名師精坪精改大全』
（筆者訳）
exl　「批坪也要憐乞ボ性」（「批判も芸術性が必要だ」）
　（前略）
　接受富有乞木的批坪如歓醇厚的美酒，久而弥筥，　回味元努。　朋友，
称渕児？
　（芸術性に富んだ批判を聞き入れるのは、コクのある美酒を飲むがご
とく、長く味わえば、ひとしお後味が濃くなります。皆さん、そう思い
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ませんか？）
ex2　「保留遺趾以史力釜」（「遺跡を保存し、歴史の戒めとする」）
（前略）
重建者核清醒一下了！
（（園明園の）再建を支持する人たち、目を覚ましてください！）
ex3　「不要妖慣」（「甘やかしてはいけない」）
　（前略）
　迩有，据一家扱社披露，当今青少年犯罪的原因中，有一秤就是家庭的
違分妖慣，溺愛。由此可JnL，正碗地受核子、教育核子也是対社会負責。
天下的可敬的父母佃，力了核子的未来，力了社会的未来，清放升杯里的
宝興，清放升拉住雅鷹的銭，辻祢伯的愛随着那拍打的翅膀，翻翔在迂陶
的天空1
　（それから、ある新聞社の発表によると、今の青少年犯罪の原因のひ
とつは家庭で甘やかされすぎたことである。このことから分かるように
正しく子供を愛し、教育する事は社会への責任である。世の中の尊敬す
べき親たちよ、子供達の将来のために、社会の将来のために、胸の中の
子供を自由にさせ、雛鳥をひっぱる糸を放し、あなたたちの愛を羽ばた
く翼と一緒に大空へ飛翔させよう！）
ex4　「自卑・自負・自強」（「卑屈・自負・自分を向上させる」）
　（前略）
　我伯毎一ノト青年的肩上都担負着祖国建没的責任。倖大的吋代和倖大的
民族，需要自強的精神和堅定的信念，相信　“天生我材必有用”　有志者
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事寛成自強不息肥，朋友！
　（われわれ一人一人の青年の肩には祖国建設の責任がかかっている。
偉大な時代と偉大な民族は、自分を向上させる精神と物の真偽を鑑定す
る信念が必要である。「天我が材を生ずる必ず用あり。」と信じ、志が
あれば必ず成功する。大いにがんばってください、皆さん！）
　ここでも読み手が多数とされ、呼びかけ表現の使用が認められる。
exlでは「朋友，祢悦呪？　（みなさん、そう思いませんか）」と不特定
多数を読み手としている。
　その他3例では、書き手が主張を呼びかけるのは、読み手大勢の中の
ある立場の人達である。ex2では「重建者（（園明園の）再建を支持す
る人たち）」、ex3は「天下的可敬的父母イ1］（世の中の尊敬すべき親たち）」
ex4は「我佃毎一介青年（われわれ一人一人の青年）」に向けて「朋
友！（皆さん！）」と呼びかけている。これは4．1であげたタバコに
ついての意見文で「みんな」に呼びかけたり、対象を限定して「喫煙者」
だけに呼びかけていたのに共通する。
7．結論
　本研究では日本人大学生と中国人学習者の意見文および紹介文の分析
を通して、作文に表れている読み手意識を分析した。その結果、次のこ
とが分かった。
　日本人大学生の書いた「タバコについての意見文」44例、「自分の国
の行事についての紹介文」22例は全て一人一人の読み手に向けて書かれ
ていた。日本人大学生の書いた「自分の国の行事についての紹介文」22
例は、課題文で指示された国外の読み手に対する意識が「タバコについ
ての意見文」よりはっきりと表れていた。読み手に対し、語りかけるよ
うな文体が使われていたものが紹介文22例中3例あった。
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　一方、中国人学習者の書いた「タバコについての意見文」は、大勢の
読み手を対象として書かれていたものが43例中12例あった。中国人学習
者の日本語意見文では、読み手が大勢としてかかれ、大勢に向かって理
想を呼びかける表現が使われることが多い。その際、終助詞、疑問符、
感嘆符などを共に使用する傾向がある。
　中国人学生の書いた「自分の国の行事についての紹介文」では大勢を
読み手としたものが45例中7例見られたが、そのうち呼びかけ表現が使
われていた2例は課題文に沿った読み手ではなく、自分の考える読み手
を想定していた。その他5例は読者に語りかけるような文体で書かれて
いた。
　このような、意見文・紹介文の読み手を大勢としたり、読み手に理想
を呼びかけるような表現、終助詞、感嘆符、疑問符の使用という中国人
学習者の特徴は中国語母語の作文にも見られた。ここからこれらの特徴
は中国語母語が日本語作文に影響を与えたものであることが分かった。
8．おわりに
　本論文は、意見文、紹介文に現れた読み手意識（書き手が想定する読
み手）を分析、研究したものである。中国の日本語教育の現場において
「学習者の作文のむすびに違和感がある」という日本人教師の声がよく
聞かれるが、その理由のひとつとして日中の読み手意識の違いがあるこ
とが説明できただろうと思う。
　ただ、読み手意識というのは、文章に表れたものだけではなく、書き
手に直接インタビューするなどの方法で、今後さらに詳しく調査をすす
める必要があるだろう。また「タバコについての意見文」「自分の国の
行事についての紹介文」だけではなく、違う内容の意見文や紹介文の分
析も必要であろう。
　今まで対照言語研究は、語彙や文法レベルで行われることが多かった
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が、作文教育への応用を目指した文章レベルでの対照言語研究も非常に
重要であると筆者は考える。
＜注1＞
本論文で「読み手意識」とするのは、「書き手が想定する読み手」である。例え
ば、手紙の書き手は、手紙を読むであろう友人を想定し、その読み手である友人
に向けて書いている。電車の中吊り広告の書き手は、読み手となりうる電車の乗
客を読み手と想定し広告を作っている。
＜注2＞
日本語学習者による日本語作文と、その母語訳との対訳データベース課題
日本人大学生への課題
　下の課題からひとつを選び、日本語で800字程度の作文を書いてください。
　日本の事情をよく知らない国外の人びとに読んでもらうつもりで書いてくださ
いQ
作文課題1
　日本の行事や祭り、祝い事などの中からひとつを選び、日本語で紹介文を書い
てください。
作文課題2
　喫煙を規制するかどうかには賛否両論があります。喫煙は百害あって一利ない
ものであるから、公共の場所ではたばこを吸えないよう法律で規制すべきだ、ま
たたばこのコマーシャルは子どもに悪影響を与えるから、テレビ等での放送も厳
しく制限すべきだ、という意見がある一方、喫煙者にも喫煙の権利があるはずだ
から、規則で一律に禁止するのは不当である、という意見もあります。
　この件に関するあなた自身の考えを、規制反対か賛成か必ずどちらかの立場に
立ったうえで、日本語で論じてください。
外国人学生への課題
　次の文を読んで、自分の意見を800字くらいの日本語で書いてください（この
作文は日本人の学生や大学の先生が読みます）。
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作文課題1
あなたの国にある行事やお祭り、おいわいごとなどをひとつえらんで、日本人の
学生や大学の先生たちに日本語で紹介してください。800字くらいで書いてくだ
さい。
（例：国の独立記念日、新年、結婚式、入学式、葬式、子どもの誕生、穀物がと
れるように神様にお願いするお祭り、穀物がとれたときのおいわい、など）
作文課題2
　今、日本ではたばこのことが問題になっています。ある人は言います。「会社
やレストラン、バスや電車など公共の場所ではたばこを吸えないよう規則を作る
べきだ。また、たばこのコマーシャルは子どもに悪い影響を与えるから、テレビ
で放送できないようにするべきだ」
　一方、次のように言う人もいます。「規則を作って禁止するのはおかしい。だ
れにもたばこを吸う権利があるはずだ」
　あなたはどのように思いますか。たばこについてあなたの意見を書いてくださ
いo
＜注3＞
　中国人学習者の「タバコについての意見文」のむすびの文末表現について、本
文に挙げた以外に、「～ほうがいい」4例（9％）「～だろうか」2例（5％）、
「～なければならない」2例（5％）、「～はずだ」1例（2％）、「～てはいけな
い」1例（2％）、その他10例（23％）などがあった。（2つ以上が同時に使用さ
れているものも含む）
〈注4＞
　日本人大学生の「タバコについての意見文」のむすびの文末表現について、本
文に挙げた以外に、「～でしょう（だろう・であろうも含む）」4例（9％）、「～
ほしい」2例（5％）、「～ほうがいい」1例（2％）、その他3例（7％）など
があった。（2つ以上が同時に使用されているものも含む）
〈注5＞作文課題
ある人は〈A＞学生はいろいろな経験をしたほうがいい、と言います。またある
人は〈B＞学生は一つのことを深く追求したほうがいい、と言います。あなた
は〈A＞と〈B＞のどちらの意見に賛成しますか。〈A＞か〈B＞のどちらかの
立場にたって、その理由を書いてください。
（平成十五年　日本留学試験（第一回）課題）
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付記
本研究は、国立国語研究所で作成している「日本語学習者による日本語作文と、
その母語訳との対訳データベース」を利用しておこなわれたものである。
本研究は吉田美登利（2004）学習院大学大学院修士論文「中国人の日本語文章
表現スタイルとその指導」の一部を加筆・修正したものである。
引用文献
国立国語研究所（2001）『日本語学習者による日本語作文と，その母語訳と
の対訳データベースver．2』CD－ROM版
・文芸教育研究協議会（1992）『［1・2・3年向］きみにも読書感想文がかけ
るよ　パート4』二期出版
・宮地裕　ほか二十七名（2002）『こくご1年（下）ともだち』光村図書出版
・得丸智子（2000）「留学生と日本人大学生による作文交換活動における個人
心理過程」『日本語教育』106号
・池田玲子（2001）「中上級を対象とする作文指導の方法」『日本語教育におけ
る学習の分析とデザインー言語習得過程の視点から見た日本語教育一』
（p．105－107）凡人社
・本需編写姐（2000）『400字作文点抜』未来出版者
・章熊・程翔（2000）『中国高中生作文名師精坪精改大全』山西教育出版社
財団法人日本国際教育協会（2003）『平成15年度　日本留学試験（第一回）
試験問題』桐原書店
参考文献
・Shi，　L．（2003）．　Writing　in　Two　Cultures：Chinese　Professors　Return　from　the　West．
The　Canadianルfodem　Language　Review，59，3，369－392．
・石素文（2001）「淡大学日悟教学中学生写作能力培i剃『日活学刀与研究』
対外貿易鐙済大学《日悟学刃与研究》錦輯委員会編　日i吾学刀与研究奈志社
・浅井美恵子（2002）「日本語作文における文の構造の分析　　日本語母語話
者と中国語母語話者の上級日本語学習者の作文比較」『日本語教育』115号
・木戸光子（2001）「作文教育のための留学生と日本人大学生の意見文の比較」
『2001年度日本語教育学会春季大会予稿集』
・佐久間まゆみ・杉戸清樹・半澤幹一（1997）r文章・談話のしくみ』おうふ?
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・佐々木泰子・川口良（1994）「日本人小学生・中学生・大学生と日本語学習
者の作文における文末表現の発達過程に関する一考察」『日本語教育』84号
・佐々木泰子（2001）「課題に基づく意見の述べ方一日本人大学生の場合・
日本語学習者の場合」『日本語教育のためのアジア諸言語の対訳作文データ
の収集とコーパスの構築』国立国語研究所日本語教育センター
・杉田くに子（1994）「日本語母語話者と日本語学習者の文章構造の特徴一
文配列課題に現れた話題の展開　　」『日本語教育』84号
・椙本総子（1997）「意見文の構造一中・上級学習者の作文における問題点
一」『大阪大学留学生センター研究論集　多文化社会と留学生交流』大阪
大学留学生センター
・得丸智子（1998）「留学生と日本人大学生による作文交換活動一構造的エン
カウンター・グループを応用して一」『日本語教育』96号
・寺村秀美・佐久間まゆみ・杉戸清樹・半澤幹一（1990）『ケーススタディ
日本語の文章・談話』おうふう
・二通信子（2001）「アカデミック・ライティング教育の課題一日本人学生
及び日本語学習者の意見文の文章構造の分析から」『学園論集』北海学園大
学学術研究会
・宮谷敦美（2002）「談話構造分析を生かした初級作文指導の可能性」『岐阜大
学留学生センター紀要』岐阜大学留学生センター
・山下みゆき（2001）「日本語学習者の前置き表現の使用の実際～課題に基づ
　く意見文より」r日本語教育のためのアジア諸言語の対訳作文データの収集
とコーパスの構築』国立国語研究所日本語教育センター
・山下みゆき・サウクエン・ファン「意見提示のopening　markerとしての前置
き表現　　日本語母語話者と中国人学習者の比較　　」『2001年度日本語教
育学会秋季大会予稿集』
46
日本語作文の読み手意識について（吉田　美登利）
　　　　　　　　　　Assumptions　fbr　the　readers　of　Japanese　compositions
－The　case　for　Japanese　language　learners　of　Chinese　from　mainland　China　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japanese　students一
YOSHIDA，　Midori
　　This　study　examines　the　assumptions　of　the　readers　of　Japanese　composi－
tions．
　　The　study　demonstrates　the　above　assumptions　by　comparing　and　analyzing
opinions　and　compositions　on　the　same　themes　written　by　Japanese　leamers　of
Chinese　and　Japanese　students．
　　Compositions　introducing　the　opinions　written　by　Japanese　students　assume
aperson　as　a　reader．　On　the　other　hand　the　compositions　fbr　introducing　the
opinions　written　by　Japanese　language　learners　of　Chinese　assume　many　people
as　readers．　Further，　they　use　the　descriptions　as　the　basis　fbr　ideas．
　　These　descriptions　written　by　Japanese　language　learners　of　Chinese　are　used
in　opinions　than　compositions　for　introducing　particular　subject．　These　charac－
ters　that　they　assume　the　many　people　as　a　reader　and　they　appeal　to　the　readers
fbr　ideas　are　shown　in　the　Chinese　composition　written　by　native　speakers．
Therefbre，　these　characters　for　the　Japanese　compositions　are　infiuenced　by　the
mother　tongue　of　Chinese　speakers．
（人文科学研究科日本語日本文学専攻　博士後期課程1年）
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